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感染リスクの社員通さず 新型コロナ対策 認証システム 

セキュリティー事業などを⼿掛けるダイワ通信（⾦沢市）は3⽉下旬、発熱やマスクを着⽤し
ていない社員らの出勤を防ぐ認証システムを企業向けに発売する。⼈⼯知能（AI）がマスク
の有無を判別し、測温センサーによって体温を瞬時に測定する。社員が出社条件を満たさな
い場合に⼊り⼝を解錠せず⼊室を防ぐ。新型コロナウイルスなどの感染を防⽌したい企業向
けに、年間で5億円以上の売り上げを⽬指す。

新たに発売するシステムはオフィスなどの⼊り⼝に設置し、電⼦錠と連携させて使う。カメ
ラの前に⽴つだけで1秒以内にセンサーが体温を測るほか、AIがマスク着⽤の有無を判別す
る。

「（新型コロナ感染の恐れがある）熱が37.5度以上」「マスクを着⽤していない」など、社
員が各企業の設ける条件を満たしていない場合に、解錠せず⼊室を拒否できる。条件は導⼊
企業が⾃由に設定できる。

顔認証は企業が事前に登録した社員の顔の画像を参考にしてAIが判別する仕組み。通常の認
証技術では⼈の輪郭を参考に判断するが、マスクを使⽤すると輪郭がぼやけるため、判別が
できなくなるという課題があった。

同社が新たに開発したシステムは、AIの深層学習を活⽤する。顔の画像を3Dデータとして認
識し、⽬と⽬の間隔や⽬と眉の間隔、⽿の形などあらゆる特徴を参考にする。マスクをして
いても社員の顔を判別できるという。

記事利⽤について

AIがマスクの有無を判断する（⾦沢市）
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体温は顔などから出る⾚外線を検知して測定する。いつ、誰が、どこに⼊室したかも記録で
きるため、感染があった場合にも濃厚接触者の特定に役⽴つとみる。

価格は28万8000円（税別）からとするが、500台限定で18万8000円（同）で販売する。年
間2000台の販売を⽬指す。

新型コロナの感染拡⼤を受け、体温の測定やマスクの着⽤を義務付ける企業が増えている。
体温計の数に限りがある場合は、測定に時間を取られることもあるという。素早く体温を測
定することで業務効率化にもつながるとみる。
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社員らの体温も瞬時に測定する（システムの画⾯イメージ）


